
平成１４年（２００２年）９月１日
�����

�������� 2

担当課番号案内の
�
田 
�
保 の表記は 

�
田 …田無庁舎（南町５～６～１３）

�
保 …保谷庁舎（中町１～５～１）を表します

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、登

記
所
に
滅
失
登
記
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

滅
失
登
記
が
遅
れ
る
と
き
や
、未

登
記
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、

資
産
税
課
家
屋
係
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
資
産
税
課
（
�田
 �
内
線　

〜　

）

1341

1345

　

現
在
、
医
療
助
成
を
受
け
て
い

て
、医
療
証
の
有
効
期
間
が
9
月　
30

日
ま
で
の
も
の
を
お
持
ち
の
方
で
、

「
現
況
届
」
が
未
提
出
の
方
は
、 

9
月　

日
（
火
）
ま
で
に
至
急
提
出

10

し
て
く
だ
さ
い
。

「
現
況
届
」が
提
出
さ
れ
な
い
場
合

は
、　

月
以
降
の
医
療
証
が
交
付
で

10
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
現

況
届
」は
7
月
下
旬
に
送
付
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、８
月
末
で
医
療
証
の

有
効
期
間
が
切
れ
る
方
は
、新
た
に

申
請
が
必
要
で
す
。8
月
中
に
必
ず

申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、
所

得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

▽ 
申
請
場
所　

子
育
て
支
援
課

（
田
無
庁
舎
１
階
、
保
谷
庁
舎
1

階
）

◆
子
育
て
支
援
課（
�田
 �
内
線　

〜
1525

　

、
�保
 
�
内
線　

）　

1527

2141

　

地
域
で
子
ど

も
を
預
け
た
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
会

員
の
説
明
会
で
す
。

▽
と
き
・
と
こ
ろ　

①
9
月
8
日

（
日
）午
前　

時
・
保
谷
東
分
庁
舎
、

10

②
9
月　

日
（
金
）
午
前　

時
・
向

1３

１０

台
地
区
会
館

▽
申
込　

電
話
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
（�
　

・
４
１

３８

２
１
）

◆
子
育
て
支
援
課
（
�田
 �
内
線　

）
1521

　

９
月
１
日
か
ら
、平
成　

年
８
月

１５

　

日
ま
で
使
用
す
る
新
し
い
◯障
 

受

３１給
者
証
を
送
り
ま
し
た
。

　

所
得
制
限
基
準
額
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。所
得
が
基
準
額
を
超
え

た
方
に
は
、助
成
事
由
消
滅
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
し
た
。

※
◯障
 

受
給
者
証
更
新
に
伴
い
、
一

部
の
方
の
負
担
者
番
号
が
変
更
さ

れ
て
い
ま
す
。医
療
機
関
に
受
診
さ

れ
る
際
は
、必
ず
新
し
い
◯障
 

受
給
者

証
を
医
療
機
関
の
窓
口
へ
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

※
古
い
受
給
者
証
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
障
害
福
祉
課（
保
谷
庁
舎
1

階
、田
無
庁
舎
1
階
）、田
無
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
、各
出
張
所
ま
た
は
各

福
祉
会
館
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

（
東
京
都
が
医
療
費
の
一
部
を
助

成
す
る
も
の
）

　

助
成
を
受
け
ら
れ
る
方
は　

市

内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、身
体
障
害

者
手
帳
の
１
･
２
級（
内
部
障
害
の

方
は
３
級
を
含
む
）、
ま
た
は
愛
の

手
帳
１
･
２
度
に
該
当
す
る
方
で

す
。
た
だ
し
、所
得
制
限
の
基
準
額

等
の
制
限
も
あ
り
ま
す
。

◆
障
害
福
祉
課（
�保
 �
内
線　

、　

）

２３４１
２３４２

　

使
い
古
し
の
家
庭
用
食
用
油
は

回
収
さ
れ
、
新
聞
の
イ
ン
ク
、
塗

料
等
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

◎
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
は
貴
重
な
資

源
物
で
す
。
廃
油
入
れ
に
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
◎
当
日
廃
油
入

れ
の
ポ
リ
タ
ン
ク
を
渡
し
ま
す
。

次
回
以
降
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
回
収
日
時
・
集
積
所　

◎
９
月

　

日
（
木
）　

①
午
前
９
時　

分
・

12

３０

田
無
町
地
区
会
館
、
芝
久
保
児
童

館　

②
午
前　

時
・
北
原
地
区
会

１０

館
、
芝
久
保
地
区
会
館　

③
午
前

　

時　

分
・
谷
戸
地
区
会
館
、
芝

１０

３０

久
保
公
民
館　

④
午
前　

時
・
西

１１

原
団
地
集
積
所
、
ゾ
ン
ネ
ン
ハ
イ

ム
、
柳
沢
第
一
児
童
遊
園　

⑤
午

前　

時　

分
・
田
無
庁
舎
駐
車
場

１１

３０

◆
ご
み
減
量
推
進
課
（
�保
 
�
内
線

　

〜　

）　

２２２１

２２２３

　

9
月　

日
・　

16

23

日
は
祝
日
の
た

め
、
田
無
･
保
谷

地
域
と
も
、
ご
み

の
収
集
は
お
休
み

し
ま
す
。

　

な
お
、田
無
地
域
の
燃
や
せ
る

ご
み
の
収
集
は
、　

日（
火
）・　

日

17

24

（
火
）で
す
。　

日
・　

日
の
古
紙
・

17

24

古
布
の
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
ご
み
減
量
推
進
課
（
�保
 
�
内
線

　

〜　

）

2221

2224

▽
勤
務
条
件　

9
月　

日
（
火
）

２４

〜
平
成　

年
３
月
の
小
学
校
給
食

１５

実
施
日　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

４
時
（
う
ち
１
時
間
休
憩
あ
り
）

▽
勤
務
場
所　

市
内
各
小
学
校

▽
賃
金　

時
給　

円
９５０

▽
応
募
方
法　

９
月　

日
（
火
）

１０

ま
で
に
履
歴
書
を
学
務
課（
保
谷
庁

舎
３
階
）
へ
持
参

◆
学
務
課
（
�保
 �
内
線　

、　

）

2624

2625

○
多
目
的
ホ
ー
ル　

平
成　

年
３

１５

月
６
日（
木
）・
７
日（
金
）全
日
、　２９

日（
土
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、

　

日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後　

時

３０

１０

◆
コ
ー
ル
田
無
（�
　

・
５
０
０

６９

６
）

　　　

生
涯
学
習
は
、
個
人
に
と
っ
て

の
生
き
が
い
で
あ
り
、
生
き
る
喜

び
に
な
る
も
の
で
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
人
間
は
、
好
む
と
好

ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
社
会

的
存
在
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
家
庭
で
、
地
域
社

会
で
、
職
場
で
多
く
の
人
々
と
支

え
合
い
、
か
か
わ
り
合
い
な
が
ら

生
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
生
涯
学
習
社
会
で

は
、
学
ぶ
こ
と
と
同
時
に
、
学
ん

だ
成
果
を
社
会
、
地
域
に
役
立
て

る
、
還
元
す
る
こ
と
が
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

　

国
の
生
涯
学
習
審
議
会
の
答

申
で
は
、
当
面
の
生
涯
学
習
の
課

題
と
し
て
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

（
必
要
に
応
じ
て
知
識
や
技
術

を
学
ぶ
こ
と
）
の
推
進
や
、
少
子

高
齢
化
・
急
速
な
科
学
技
術
の
進

歩
等
の
現
代
的
課
題
の
学
習
と

平
行
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
青
少
年
の
学
校
外
活
動
の
支

援
等
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
、
生
涯
学
習
を
進
め
る

う
え
で
、
と
て
も
大
切
な
視
点
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
知

識
・
技
術
を
学
び
、
ま
た
、
青
少

年
の
学
校
外
活
動
の
支
援
に
つ

い
て
の
学
習
を
行
い
、
そ
の
成
果

を
活
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　

世
紀
の
わ
が
国
の
状
況
を

21
考
え
る
と
、
高
齢
社
会
か
ら
超
高

齢
化
社
会
へ
の
移
行
が
確
実
に

迫
っ
て
き
て
い
ま
す
。
地
域
で
の

介
護
の
相
互
協
力
の
体
制
作
り

や
、
本
年
４
月
か
ら
完
全
実
施
さ

れ
た
学
校
５
日
制
下
の
青
少
年

の
活
動
へ
の
父
母
・
地
域
住
民
の

協
力
は
、
緊
急
な
課
題
で
す
。

　

学
習
の
成
果
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
形
で
社
会
に
還
元
す
る

こ
と
は
、
同
時
に
自
己
を
高
め
、

自
己
実
現
を
表
現
す
る
喜
び
と

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
涯
学

習
社
会
の
実
現
に
対
し
て
、
生
涯

学
習
は
大
き
な
役
割
を
持
つ
と

い
え
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
は
次
の
４
つ
の

目
標
（
原
則
）
が
あ
り
ま
す
。

①
知
る
こ
と
を
学
ぶ
（
ど
の
よ
う

に
「
学
ぶ
」
か
を
学
び
、
自
己
学

習
能
力
を
身
に
つ
け
る
）

②
成
す
こ
と
を
学
ぶ
（
学
ん
だ
知

識
を
自
然
体
験
や
社
会
体
験
等

多
く
の
体
験
学
習
を
通
じ
て
実

践
に
結
び
つ
け
る
）

③
共
に
生
き
る
こ
と
を
学
ぶ
（
相

互
に
依
存
し
て
生
き
て
い
る
こ

と
や
共
通
の
努
力
を
し
て
、
共
に

生
き
る
こ
と
を
学
ぶ
）」

④
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
学

ぶ
　

今
後
の
教
育
に
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
視
点
の
必
要
性
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
４
つ
の
目

標
の
う
ち
、
３
番
目
の
「
共
に
生

き
る
こ
と
を
学
ぶ
」
と
い
う
柱

は
、
世
界
的
規
模
で
の
相
互
理
解

と
人
間
関
係
の
重
要
性
を
強
調

し
て
お
り
、
今
後
の
大
き
な
未
来

社
会
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

生
涯
学
習
は
、
個
人
の
発
達
の

た
め
の
手
段
で
あ
る
と
同
時
に

社
会
的
、
経
済
的
、
文
化
的
発
展

の
た
め
で
も
あ
り
、
ま
た
学
習
が

す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
等
し
く
、

大
切
な
も
の
で
も
あ
る
こ
と
が

再
認
識
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
社
会
へ
の
参
加
と
学

習
は
、
同
時
に
生
活
の
質
の
表

現
、
つ
ま
り
楽
し
み
・
生
き
が
い

で
も
あ
り
、
他
の
人
と
共
に
生
き

る
人
生
の
経
験
で
あ
る
と
同
時

に
、
共
同
の
責
任
で
あ
る
と
い
っ

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

生
涯
学
習
活
動
の
多
様
な
内

容
の
領
域
で
は
、
国
際
交
流
、
語

学
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、
環
境
、

学
習
、
福
祉
等
、
い
ろ
い
ろ
な
分

野
で
市
民
の
交
流
が
生
ま
れ
、
市

民
相
互
の
理
解
と
友
好
の
絆
が

深
ま
っ
て
い
ま
す
。　

　

現
在
、
西
東
京
市
で
は
、
生
涯

学
習
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
生

涯
学
習
推
進
計
画
の
策
定
準
備

に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
そ
う
し
た
市
民
の
生
涯

学
習
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
社
会
教
育
課（
�保
 �
内
線　

）
2711
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生
涯
学
習
社
会
の
課
題
と
展
望

生
涯
学
習
社
会
の
課
題
と
展
望　
　

〜
そ
の
２
〜

　
　

〜
そ
の
２
〜　

個
人
の
学
習
と

　
　
　
　
　

そ
の
成
果
の
還
元

学
習
の
4
本
柱

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
説
明
会

新
し
い
�障
 

受
給
証
を

交

付

し

ま

す

家
屋
を
取
り
壊
し
た

と
き
は
連
絡
を

所得制限基準額
（9月1日～
平成15年8月31日）

基準額（円）扶養親族
の人数

３,６０４,００００人
３,９８４,０００１人
４,３６４,０００２人
４,７４４,０００３人
５,１２４,０００４人
５,５０４,０００５人

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の

現

況

届

の

提

出

生
涯
に
わ
た
る
学
習
を
続
け
る

た
め
に

　�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

西
東
京
市
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方
を
対
象

に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、必
ず
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　
　

月
２
日
（
水
）
午
後
２
時

１０

▽
と
こ
ろ　

保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル

▽
内
容　

立
候
補
届
け
出
の
手
続
き
、
選
挙
運
動
、
選
挙
公
報
等
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
会
場
で
、
立
候
補
届
け
出
関
係
の
用
紙
を

配
布
し
ま
す
。

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
�保
 
�
内
線　

）
２８１１

年　
　
　
　
　
　
　

齢

　

歳
の
方

７０
　

歳
の
方

７７
　

歳
の
方

８８
　

歳
の
方

９５
　

歳
の
方

１００

昭
和
６
年
９
月　

日
〜
昭
和
７
年

１７

９
月　

日
に
生
ま
れ
た
方

１６

大
正　

年
９
月　

日
〜
大
正　

年

１３

１７

１４

９
月　

日
に
生
ま
れ
た
方

１６

大
正
２
年
９
月　

日
〜
大
正
３
年

１７

９
月　

日
に
生
ま
れ
た
方

１６

明
治　

年
９
月　

日
〜
明
治　

年

３９

１７

４０

９
月　

日
に
生
ま
れ
た
方

１６

明
治　

年
９
月　

日
〜
明
治　

年

３４

１７

３５

９
月　

日
に
生
ま
れ
た
方

１６

金　

額

１
万
円

１
万
円

１
万
円

２
万
円

５
万
円

コ
ー
ル
田
無
の
施
設

が
利
用
で
き
な
い
日

使
い
古
し
の
家
庭
用

食
用
油
を
回
収

９
月　

日
･　

日
の

１６

２３

ご

み

の

収

集

センターの
マスコット

臨
時
給
食
調
理
員

臨
時
給
食
調
理
員

募

集

募

集

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
訪
問
に
ご
協
力
を

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
訪
問
に
ご
協
力
を

　

高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、民
生
委
員
が
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
等
世
帯
を
訪
問
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
と
の
関
係
づ
く
り
と
、
今
後
高
齢
者
を
地
域
で
見
守
り
、
支

え
合
う
し
く
み
の
き
っ
か
け
を
築
い
て
い
き
ま
す
。９
月
か
ら
１
か
月

間
の
予
定
で
す
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽
共
催　

西
東
京
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

◆
高
齢
福
祉
課
（
�保
 �
内
線　

）
2349

敬

老

金

を

贈

呈

し

ま

す

敬

老

金

を

贈

呈

し

ま

す

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
、
敬
老
と
長
寿
を
お
祝
い
し
て
敬

老
金
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
対
象
の
方
お
よ
び
金
額
は
、
左
表
の
と

お
り
で
す
。
対
象
の
方
に
は
、
敬
老
金
贈
呈
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

す
。
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
年
齢
要
件
の
基
準
日　

９
月　

日
（
日
）

15

▽
贈
呈
方
法　

各
地
区
の
民
生
委
員
が
９
月
６
日

（
金
）
〜　

日
（
日
）
に
直
接
ご
自
宅
に
お
届
け

15

し
ま
す
。

◆
高
齢
福
祉
課
（
�保
 
�
内
線　

、　

）

２３３１

2332


